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' 北 村 正 司
(1)、
近 年 我 が 国 英 文 法 界 に お い て も次 第 に 論 究 きれ るよ うになつ た問題 に
'aspect(相)即ち動作の様態 の問題が ある.ASpectは元来 ス ラヴ文法の用語
で,ス ラヴ諸語 において はそ の動詞形式上 の区別が行われてい る.例 えばロシ
ア語 の動詞 には不完了(imperfective).完了(perfec七ive)の別が あ り,そ
れ ぞれ独立の語形変化 を有す る.不 完了動詞 は過程 の持続的経過 または反復 を
心 に描 きつつい う時,あ るいは原則的 ・普遍 的にい う時 に用 い られ,完 了動詞
は 過程 の経過 その ものではな く,過 程 の ある限界点(始 めや終 り)ま たは結果
に注意 を向 けつつい う時 に用 い られ る.な お反復過程 で も,一 括 して,結 果 を
1
念頭 に置いてい う時,ま たは特定 の過程 で例示 す る時 は完 了動詞 を用 い ること
が 出来 る.
英語 において も動作の様態の差異が 何 等かの手段で表示 され てい ることは疑
い の余地が ない.し か し英語 にaspec七とい う文法範疇 を認め るべ きか否か と
い うことは大 きな問題 で あつて論 者の意見 の分れ るところで ある・ この小論 に
おいては,文 法諸家が現代英 語 に認 め て い るaspec七の実 態 を 明 か に し,
aspec七は英語 において文法範瞬 として 成 立 す るか否か とい う問題 について論
述 したい と思 う.1
英語 に関す るaspec七の研究 は多年欧米 において行われ,そ の分類法 には種
々 の行 き方が あ る.次 に主 な るものを 挙 げてみよ う.
A.Kruisingathの分類.
(1)Imperfec七iveaspect.(2)Perfec七i▽e'aspect.
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(3)]Elrequen七a七ivea昌peG七。
(5)]団ffectiveaspect。
竃. ダ
B.POU七smaの 分 類.
(1)〕vromen七aneousaspec七.
(3)Ingressiveaspect.
(5)Co11七inua七ivoaSPec七・
ノ
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(4)Inchoa七iveaspect.
(Handbook1922年版)・
(2)
「
(4)
(6)
1)ura七iveaspec七.
＼
(Pou七smaは 敏 述 を 分 類 し てmomen七aneOUS,
と し,dura七iveを更eC'indefinitelydtirative,もermina七ivelydura七ive,'
con七inu醐ve工ydura七ive『の 四 種 に 細 分 し2こ れ ら を 呼 称 の 便 宜 上 そ れ ぞ
れ(2)か ら『(5).のよ うに 名 付 け た)・((}rathMar)・
C.Curmeの 分 類.・ ・
3.'(1)Dura七iveaspec七.(2)Ingressiveaspec七.
、(3)Effrc七i畑spec七 ・ 、(4)田e「mi坤aspeG七 ・
(5)1七erativeaspec七.(2と3でpoin七 一action・aspectを 構 成 す る)
1(Syn七ax). 、 ・ ・,
b.(1)田e・rエninateaspect.(2)]ProgressiveaspOG七.
一`1(AGcidence) .
c.(1)Termina七easpec七.(2)Progressiveaspec七 ・ ・
∴J(3)Ingressive窃spec七 ..(4)Effec七iVeaspec七.
(English(≡}ram㎎ar). ,・,
D.DeU七Schbeinの 分 類[.
㍉
[
勘.
b.
T6rmi]aa七iveaspect.
1七era七iveasp⑱C七.
dura七ive,i七era七iveの三 種
(1)Itera七ivuM.(反復 相)・(2)Frequenta七ivum.(反 復 相 〉
.(3)Inchoa七ivum・(起動 相)(4)In七ensivum・(強 意 相)
(5)Perfec七ivUm.(完了 相)「(6)Imperfec七ivum.(未 完 了 相)
(7)K釦s・ 七ivum.(使役 相)(Syn七 ・x).
(1)Ak七ionsarten(客 観 相)と し て
A・Phasen-ak七ionsar七e葺(段階 〔phase〕を 示 す 客 観 的 相)'
a.ingreSsive(起動 相)・-b.progressive(進 行 相)
`
Aspec七
'con七inuativeaspe(弗(この三 種 は 「have十過 去 分 詞 」 の 形)な どが あ る.
次 に語法研究上特 に重要 な下記の五種 について説 明レ・terminato恥pec七帆
progressiveaspec七そめ他 について はそれ ぞれ 関係 の項 目において述べ てみ
たい と思 う.
?
?
?
?
?
?
ー
??
?
?
??
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c.egreSsive(終 動 相)d.result(結 果 相)
B.Aktionsar七enderReihe(動 作 の 系 列 〔adtionsinsequence)
を 示 す 客 観 相)`
a・singleaetion(単一 動 作 相)b・repea七edac七io11(反復 動 作 相 〉
…c .frequen七ac七ion(頻 発 動 作 相)
C・In七entional(意志 相)(c興sa七ive〔 使 役 相 〕 を 含 む)
D.Intensive(強 烈 相 〉(た い て い .Empha七icaspec七』と結 合 す る 〉
(2)Aspect(主 観 的 相)と し て は
A.Temporal(時 を 示 す も の)
.a・retrOSp・ec七ive(回顧 相)b・in七rOSpeetive(.低 徊 相)
(lmperfec七ive)lq・jprospective待 望 柑(expgcting):
B.Rmpha七iG・(強 意 相)㌧
(太 田,「 完 了 形 ・進 行 形 」p.94に ょ る)
に は 上 記 の ほ か.perfec七iveaspect,resu1七a七iveaspec七r'
Momentan60us'(orPerfe(姫ve)aspe¢七.(瞬時 相 ・完 了 相)
1》ura七ive
、(o照Imperfec七ive)・
1七era七iVe(OrFreqUe11ちa七iye)
Ingr・ssive(・・..ln・h・ative)
Termina七ive(orEgressive)
aspec七.(継続 相 ・未 完 了 相)
'
aspeet.(反復 相)
aspec七.(起動 相)
aspeG七.(終止 相)
1.・]vr・血・n伽 ・・u・(・P・irf・・七ive)a・pec七.
これは動作 の終結 ・完 了 を表 わすaspectであつて,動 作 を全体 として表'
現 す る・Deu七schbeinは完了相 について次 のよ うに述べてい る.「完 了相(瞬i
時相 ・過去相 も同様)は 完了港#は 終末 とい う見地か ら見た動作 を表 わす もの
で あつて ・動作 の開始がそ の終末 と見 られ るか,あ るい はただ二 回の運動に よ、.,
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つ て 完 了 し た もの と見 られ る ま うな動 作 の 相 を表 わ す もの で あ る.」
このaspectは 次 の よ うな方 法 で 表 現 さ れ る.
a.本 来 意 味 上momen七aneousの 動 詞 で 表 わ され る.例 え ばa皿ive,
s七〇p,s七rike,throwのよ うな語 で あ る.L
】ヨ〔ewillarrivea七sixO,clockandleavea七nine.
b・ 普通はdura七iveの動詞で もcon七ex七によつて瞬時相 または起動相を
苧
表 わ す こ とが あ る.
Ieanno七thivaleoftheda七e.
C.多 くの 動 詞 は 単 純 時 制 に 用 い られ る と 瞬 時 的 に な り,そ の 進 行 形 と対 立
し,そ の表 わ す 動 作 は,そ の 継 続 時 間 の長 短 に 関 係 な く,完 成 さ れ た もの と し
て 述 べ られ る.
,Shesanganddanced.、
瞬 時 相 ρ完 了 相 に 深 い 関 係 を持 つ て い る の はCurmeの 七erminateaspect
で あ 乙.Terminateaspec七は 動 作 を 完 了 し た 全 体 と し て,事 実 と して 表 わ す
も の で あつ て,普 通 は 動 詞 の単 純 形 で 表 示 さ れ る.
Hes'hotsduck."
Hew70teale七七er。
Isee`himcominguptheread.
1ω 〆itealett七ereve町day.
'"
OurClockticles七 〇〇10udly.
Wehavehoscrapsinourhouse.
H・will9・ キ・m・rr・w・ 昌 ,
単 純形 は 七erminateaspec七を表 わす力 を持つ てい るが,二 つの全 く異 った
意 味 を所 有 す る.即 ち一 般 的 な 事 実 か 特 殊 ρ 事 実 を表 わ す ・
.一
.Leadlinles・(一 般 的 事 実)
sIseehimco血ing.(特 殊 の 行 為)
後 者 の 文 に お い て 行 為 が 特 殊 の もの で あ る とい うこ と はsi七ua七ionから明 か
で あ る.し か しsitu・■tio・nでは 判 然 と し な い 場 合 に は進 行 形(七erminate
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aspec七としての)を 用い る;例 えばYOuare'exaggerating!なる文 にお
いて進行形1ま孤立 した特殊 の行為を表 わす ために用いち れてい る.こ の場合に
Youexaggerate!とい えば常習的行為 を示 してい る もの と解 され るか もしれ
ない.ま 洗termina七easpec七、の選行形 は表現 を生 々とさせ ・主観 や感情 的色
彩 を陳述に加 え る., し
Arichmanwhospendshis"money七hough七fulIy,isservingasl
noblyasanybody.(一般 的 事 実 に つ い て の意 見 の 強 調)
Ibetievehewastellingmethetru七h.(個人 的 意 見)
We.'aretramPlingOver七hehi11sandwriting'andreading
andhavinga.restfUItiMe.(生々 と した表 現)
SheisdoingfineworkatSGhoo1.(感情 的 色 彩,こ の 場 合 は 賞 讃)
(進行 形 のterminatoaspeGtにつ い て はCurmeの 諸 著 の ほ か,彼 の 門 下
C.RudolfGoedscheの論 文ThoTermina七eAspec七〇f七heExpanded
Form参 照)
な お 七erminateaspectに対 立 す る もの はprogressiveaspectであ つ て,
進 行 形 を 用 い,動 作 を進 行 申 の もの と して 表 示 す る.
さ て 各 種 の 相 動 詞 が 単 純 形 に 用 い られ る場 合 は一 応termina七easpectに包
含 され る わ けで(Gurme:Some』Charac七eris七icFeatu「es、. ofAgPeGtin
English),その ほか 進 行 形 が こ のaspectを 表 わ す の に 用 い ら る場 合 もあ り,
従 つ て こ のaspectは 瞬 時 相 ・完 了 相 よ り も広 汎 なaspe6tで あ り,ま た 各 種
のaspec七の う ち最 大 の範 躊 で あ る.
亙Dura七ive(orImperfective)asp6c七.'丸
これは動作 を継続的 な性質 ・状態 の もの として表現す るaspec七であ る.
Deu七schbein.は未完了相 について次 のよ うに述べてい る.「 未完了相(継 続
相 ・進行相 も同様)は 動作 の始 め・終 りまたは皐 了 とい うことは問題 と茸ずに ・
そ の持続 ・継続 を表 わす ・』例 えばers七eigea(頂点'lcifする,登 りつめ る)に
対 す るs七eigen(登る・登 りつづ け る・登 つ て 行 く)の よ うなのがそれで あ
る.近 代英語では,こ の未完 了相 を表 わす のに 一ingによ る迂言法を用い る.
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例 えばHeisw7iting.の如 きで ある.」しか し.Laanは上記 の 「動作 の始 め
と終 りを問題 とせず に」 とい う点 に反対 し,「 なん となれば英語 の進行形が主
として用い られ るのは,進 行中 の動作とい う概 念の中 に,来 るべ き終茉 または
変化 とい う意 識 が 働 い て い'る場合で あ ると考 え られ るか らで あ る∫ と述べ,
「しか しなが ら来 るべ き終末または変化は将来 の ものに過 ぎないか ら,そ の意
味では進行形 を動詞 の未完 了相 と呼 ん で も少 し も差支 ない筈で あ る・」 といつ
てい る.
このaspec七は次 のよ うな方法で表現 され る.
a.以 上に引用 されてい るよ うに,こ のaspectを表 わす には普通,進 行形
ノ
を 用 い る.こ の よ うな 場 合 の 進 行形 をCurmeがprogressiveaspec七 と呼
』ん で い る こ と は 前 に 述 べ た .'一方HeleePtωorleingun七ilhewastire&
ou七.の如 く単 純 形 を もつ て 継 続 相 を 示 す こ と もあ るが,こ の 場 合 単 純 形 は
termina七easpec七で もあ り,動 作 を未 完 了 ・進 行 申 の もの と して 表 わ す の で 一
は な く,一 っ の 事 実 を 述 べ,出 来 事 を 全 体 と し て表 現 す る もの で あ る.こ の よ
うな場 合 単 純 形 をdl皿a七ive一七ermina七e,進行 形 を ・d・ura七ive-progressiveと
呼 ぶ こ とが あ る.
b.本 来 意 味 上dura七iveの動 詞 で 表 わ す.'例 え ばIive,stay,h&ve,hold,
see,hear,think,10veなどの 語 で あ る.
Helivesa七〇xford.
C.亜Momen七aneOUSの動 詞fOS'COntextによ りdnirativeaspeC七を 表 わす
こ とが あ る.例 えばs七 〇pがdurativeのst,ayと同 じ意 味 に 用 い られ る こ と
が あ る.
WhenIstoppedinBarcelona,Spain,foraweek,1七〇〇kallmy
mealsa七myho七eL-Reader,sDiges七.
MomentaneOUSの動 詞 は しば しば 瞬 時 的 な 動 作 の 観 念 と そ の 動 作 か ら生 ず
る事 柄 の状 態 の観 念 と を混 えて 表 わす こ とが あ るが,こ の 場 合 話 者 の脳 裡 に よ
り明 瞭 に浮 ん で い るの は後 者 で あ る.こ の 事 実 は 時 の 長 さ を表 わ すadverbia玉
adjunc七に ょ っ て 明示 き れ る こ とが あ る ・
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Anearandd…kin・ 蜘 ・fmin・has七4k・n・efug・iny・u・
coun七ry,anlt・hideshimse1fevenfron}、me.-Lv.tton.(主な る意 味 は
'keepshimselfinhidi耳9)
'rvhil
ethiswas・inPr.・gress・(・七hgrs)lift・d七h・ireye・and・w・p七
七hevas七 .expan鴫ofcoun七rycommandedby七heirposi七ion.
T.Eardy..
、
また元来momen七aneoUSの動詞が完 了形 に用い られて,あ る瞬間か ら継続
して い る事柄 の状態 を表 わす場合が ある・ この ことは完 了形 と共 に用 い られた
時 の 長 さ を示 すadverbl叡adjunctによ つ て 明 示 され る ・
'1,ve9ゴφ6〃upska七ingthese〃zanyツears .一工ly七〇n.
Sincethellthinstant,七hePos七 〇fficeau七hori七ieshave
discontinued七hespecialarrflngemen七s・一一Times・
d.Continue,goon,keep,remainな ど の 所 謂auxiliariesofaspec七
慰 現 在 分 詞 ・動 名 詞 ・不 定 詞 と 連 結 しTZdtira七ive&spec七を 表 わ す ・(あ る種,
の 動 詞 は 他 の 動 詞 のaspe出 を 示 す 補 助 を な し ・fu11verbと い うよ り も一 種
の 助 動 詞 と見 な さ れ る 場 合 にauxiliariesofaspeGt・と称 せ ら れ る ・)
Eecontinuedtoworle(0士 ・worleing).
工couldgoonwritingab .ou七i七for6verifIhado丑1yr証me.
.HekePtω07々 伽gun七ilhewas七iredo疑 七.
e・ 継 続 の 概 念 脅 強 調 す る た め に,し ば し ば 副 詞onま た は ・'onandonを
●
動 詞 に 附 加 し た り,and・ を 用 い て 動 詞 を 反 復 す る.
When伍eElsMersweregone,Hes七ersatonaloneinthedrawing
・room.一且.Ward.
Theprayers』and七alks(in七heprayerrmee七ing)wentonandon.
_W .S.Ca七her.
When七heyareinもrouble,inlove,'unders七ressofanykind,
一七heycombandcombtheirhair
.-W.S.Ca七her.'i
一 珊1七eraもive(orBrequen七a七ive)aspec七.
!
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これ は 同 じ動 作 が 反 復 され る こ と を表 わ すaspeGtで あ る.
このaspectは 次 の よ うな方 法 に よ つ て 表 現 さ れ る.t.
a.本 来 意 味 上i七era七iveの動 詞 に よつ て 表 わ され る.例 え ばra七tle,91i七艶r
な どで あ る.1七era七iv6の動 詞 に は(1)瞬 時 性 の 反 復 動 詞 と(2)継 続 性 の反
復 動 詞 が あ る.
(1)且esome七imesP,ause(11・・・…andpantedlikeaGhaseddeer・
(2)Hestruggledagains七superiornumbers・
・POU七sma .
b.-1e,.erの接 尾 辞 に よ つ て 語 幹 の動 詞 の反 復 が 示 され る.・
Thefirecracleles.
Thecandleflickereda血d七henwen七〇u七.
ま たpooh-pooh,haw-hawのよ うな擬 声 語 の 重 複 形 に よ つ て 反 復 が 表 わ さ二 '、
れ る と と も あ る ・
H・'P・・h-P・・ks・七everything・/f
C.Iterativeの動 詞 が 進 行 形1と用 い らPtる と反 復 の 進 行 を 表 現 す る.(そ の
単 純 形 と の 差 異 に っ い て はPユ8c七ermina七easpec七 参 照)
.Thefireiseraclelingo]a七hehear七h.・
d.iMomentaneousの 動 詞 が 進 行 形 に 用 い られ る と こ のaspec七 を 表 わ す ・
Carriag'eswerearriving.(名詞 が 複 数形 の こと もaspectに関 係 が あ る)
e…Mo血en七aneousの 動 詞 が 完 了 形 に 用 い ら れ て 反 復 を 表 わ す 場 合 が あ る.
Th6七i七lehasbeentZccorded七〇 七heheadof七hefamilysince、
七imeimmemoria1.一W.Irvihg.
'f ,皿omen七aneousの 動 詞 にiteya七iveaspec七を 与 え る た め にcontin'uep,
keepな ど の 所 謂auxili島riesofa$pec七を 添 え る こ と が 出 来 る.
HeleePtlooleingbackasheran.
Gwend・len… …c・ntinuedt・receiveP・li七ea七tehti・n'fr・血 七he
ノ　
familya七Que1七cham.-G・.Eliot.. ,
9・Momentapeous,durativeの 別 を 問 わ ず,凡 て の 動 詞 は 習 慣 的 ま た は
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規 則 的1と繰 返 え さ1れる行 為 を表 わす よ うに 用 い られ る とi七erativeaspectを表
現 す る..、,'
H…ryg・t'・U)・at・even.・'・1・ ・k・v町d・y.- .
WhenhelivedinLondon,he'went七 〇 七he七hea七■60nceaweeke-
h.AIways;perpe七ua,11Yのよ うな 副 詞 を 伴 つ た 進 行 形 は 反 復 を 表 わ し,
性 質 ・習 慣 を 表 示 す る.
Heisalways・s〃20々勿9.
HeisPerPetua〃Pt.'comPlaining..・tt
i・ 習 慣 を 劾 す
、will・w・uエd・・u・edtoま7はb・ ・ρ・u・t・m・d七・・b・
in伍ewayofの よ う な 句 は,瞬 時 性 あ る い は 継 続 性 の 動 作 の 反 復 を 表 わ す 。
A七 七imeshewillworleforsixorcsevenhourswi七hou七s七〇Ppfng"
He'wouldof七encomehome七irodou七. 等
HeusedtoPla夕fo9七}・aIIbeforehismarriage.'
Heisaccustomedtothinkbeforehespeaks. '
A・・y・u吻 加 加 ∂ゴ'・fr・adinginbeq?
Can,couldは 特 にbeと 連 結 し た 補 語 が 続 く場 合 に 反 復 を 表 わ す.
HeCanbeVerySarCaStiC(=iSS・me七imeSVeryS窃 ・CaS七i・)1-・
,耳ornby・
」・ あ る 時 期 を 通 じ て 繰 返 え さ れ 、る が ・ 習 慣 的 ・規 則 的 ・永 続 的 と は 考 え ら
れ な い 行 為 を 表 わ す た め に 進 行 形 が 用 い られ る こ と が あ る ・
Th・yusuauyh・v・breakf・ ・七,・t・igh七6'・1・k,bu七七hi・week,
_becauseMhr.Brownhas七 〇walk七 〇 七heofficeinSteadofgoing
bycar,they'rehavingbreakfas七a七halfpastseven.-EOrnby.
k.1七era七iveaspec七はoften,昂gainandagainの よ うな 副 詞 に よ っ て 表
わ さ れ る こ と が 多 い.
HeoftθnIaughed. .'・
且es昂ngi七againandagain(oroverandoveragain)・
1・ 同 一 鋼 を ・naを 用 い て 繰 返 す こ と 壱こ*?て 板 復 が 表 わ きれ る ・
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1ゴvetriedandtried,buゼ1・veno七succeede(iLJ、
1七era七iveaspec七は し ば し ば 他 のaspec七 と 関 連 を 持 つ て い る.例 え ばHe
ぜsPerPetuall夕comPlaining.に お い て は(1ura七iveaspectと,Heis
・alwaysgettingangry・1こお い て は'ingressiveaspectと,ま たIhave
eftengot七hemachinetorunningsmoo七hly.に お い て は 七efmina七iVe
iaspectと関 連 が あ る .
IVIngressive(orInchoa七ive)aspec七.一
これ は 動 作 ま た は 状 態 の 開 始 点 に 注 意 を 引 くaspec七で あつ て,inGeptive・
laspectと呼 ば れ る こ と もあ る.次 に 述 べ る 七erminative.aspectと共 に 行 為 を
全 体 と して で は な く,そ の二 局 面 に 注 意 を 引 くaspec七で あ る.
こ のaspec七は 次 の よ うな方 法 で 表 現 き れ る.・',
a.本 来 意 味 上iggreSSiveの動 詞 で 表 わ され る.例 え ばbegin,cOrnmenCe,
astar七な ど の 語 で あ る. 、
We・tarta七sixtρm・…w・ .
b.凡 て の 動 詞 の命 令 法 は 通 例ingressiveaspectを表 わ す.動 作 をす ぐ始
め た り,実 行 し た りす る こ とを期 待 す るか らで あ る.`'
Handme七ha七hook.
Run!
ま た 進 行 形 の 命 令 文 は生 々 と し た 文 体 に お い て,表 現 に 感 情 の 要 素 が 入 つ て
・来 る場 合 に 多 く用 い られ る.
Up,bedoingeverywhere,七hehourofcrisishasverilycome.-
Carlyle.
Lθt'Sbegoing!
しか し進 行 形 の 否 定 命 令 文 は 継 続 的 の 力 を 持 つ て い る.
Don〆tb6talking!
C・.Begin・commence・S七ar七・ge七 な ど の 勲 詞 は 不 定 詞 ・動 名 詞 と結 合 して
翻gressiveaspeG七を表 わす.こ れ らの 動 詞 はdurativeの動 詞 に 瞬 時 的 起 動
〆L
英 語 にお け るAspectの研 究t .t(25).
相 を 与 え る."
Wh・ 且w6…1dher,・h・b・gin・t・cry(・rb・ginscryi .ng).
Shestartedtocry(orcrツing).
How、did七heygettoknoweach'〇 七her-一一丁.Hardy.
な おbreak .ou七,burstoutは 現 在 分 詞 と結 合 し て こ のaspec七 を 表 わ す ・
Sheburstoutlaughing・
d.Begoingt6,beaboUb七 〇,beon七hepointofな ど は 近 接 し た 未 来
,にお い て"起 る動 作 を 示 す.l
I七isgbingtorain.、'、
1.antab・ut.t・1・a・gf・llEUT・P・' 護
SheisO%飾 召PointO∫ δ7θαん伽9down.
e.Be,ge七,grow,fall)turn,「become,'go,come,set,s七art,tak6は形
容 詞 ・分 詞 ・、名詞 ・前 置 詞 句 と 連 結 し てingressiveaspectを表 わ す ・
She'〃7%召4(∂eca〃ze・90ちgrew)Pale・ 『
＼
'H
efe〃asleeP.
HewentlosleeP.
Hetooletodrinking.
f・'形 容 詞 か ら作 ら れ た 動 詞 も こ めaspectを 表 わ す.'
・Themi11ζsoured .
Th・γw・nt・utthem・rpen七i七cleared・
9・ 多 く の 動 詞 句 が こ のaspec七 を表 わ す ・
1・aught3ゴ9乃 ≠ ・∫him.
Hea!waystookpossessionof七hesametable.一 一Th翫Gkerey.
h.Contextも ま た 往 々 本 来 「dura七iveの動 詞 に 起 動 的 様 相 を 与 え る,.
Shedl・sed七h・B・ ・k・ndslePt.-TennyS・n.
Whendidyouandshefirs七knoweachζ)七her2
.
、,
i・Up,down,ou七,pff,ip,awayな ど の 副 詞 を 用 い て こ のaspectを 表 わ
す こ と が あ る.、
s■
/'t
t(26)
Hes七 〇〇dup.一
王〔esa七down.
Hedozedoノ ア.
」.
,が あ る ・
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接 頭 辞a-.接 尾 辞 一一en・も このaspec七 を表 わ す の に用 い られ る こ と
ヒ
T]hena]he群七e母discussionarose・
覧H
erface埜eddenedwi七hanger. 、,
　
kIngressiveの動詞 の進行形1;ik動作 の開始が展開 し一く'行くことを表 わ し・
継 続相動詞にはbegi11・s七a『tなどの起動相動詞 の進行形 を添 えそ 同様 の目的1
を達す る.
1七ゴ3cleari〃9・ 噺,'
1七wasjustbeginningtorainaslawoke.
なお起動相動詞の進行形 は純粋 の始 りを示す.ま たその単純形 が動作 を全体
'と
して,事 実 として表 わす ことは他の各相 あ場合 と同様 で ある・
、VTermi]xxa七ive(or]巨}9Tessive)aspee七・
これ は 動 作 ま た は 状 態 の 終 止 点 あ る い は 到 達 さ れ た 結 果 に 注 意 を 呼 ぶ
aspectであ つ て,effeG七iveaspectとも称 せ られ'る.
このaspec七は次 の よ うな方 法 で 表 現 され る.' な
氏 本 来 意 味 上terMina七iveの動 詞 に よ つ て表 わ さ れ る.Die,win,stop・
な ど の語 が これ で あ る.・ ＼
Hedied七hismQrning
MywatchhasstoPPed.
h.Cease,stop,1eaveoff,finish,doなど の動 詞 と不 定 詞 ま た は動 名 詞 と
の結 合 に よ つ て 動 作 の最 終 点 が 示 さ れ る.・
'
Sheceasedtocry.
HestoPPedωorle.ing.
Ihavedone加o勉%9.
ξ英語 にお け るAspectの研究
C。
最 終 の 目 標 ・状 態 を 示 す.
Hewa=ntstobe(==become)alaWyer.
、Hispredic七iQ]ncametru6.'
コ旺etu7nedouttobea97θatrascal,.
上 例 の 如 くbeは 多 くの 起 動 相 動 詞 と 同 様 に 終 止 点 も表 示 す る ・
d.'
的 語 で 示 さ れ る こ と が 多 い.
正〔ehaswon97eatfame.
コ日〔ehasmadehimselfsleilful ,in七hiskindof、wgrk.
f.形 容 詞 か ら作 られ た 動 詞 で こ のaspe『 ポ を 表 わ す こ と が あ る.
Hishairgra夕edandwhitened・
ピ
e.副 詞 ・接 頭 辞 に よ つ て こ の'aspec七を 表 わ す こ と が 多 い ・
且epu七 七herebelliondown.l
Eepass6dawa夕quie七lyin七henigh七.
Wehaveburned'・urc・alallup.
(27)
Be,become,come,ge七,七urnなど の動 詞 は そ の 後 に 叙 述 語 を 用 い て
最終の結果 ・目標は他動詞 と目的語あるいは目的格叙述語 と連結す る目
＼
こ の よ うな 場 合 に 用 い られ る副 詞 に は 一 般 に 強 い 具 体 的 な 力 を 持 つ て い る
が,upに 見 られ る よ うに 抽 象 的 な起 動 や 結 果 を表 わす 力 が 生 じ て い る.
la七e七hoappエeup.・ ∫
)
ま お 同 じ副 詞 がingressiveaspec七に も 七erminativeaspec七に も用 い られ'
る こ とが あ るが,か か る場 合 に はcontextがそ の何 れ か を決 定 す る.
Thechildrenquieteddown.(Ingressive).
正〔eputthereb611iondown.(Ternlina七ive).
な お 副 詞 の 代 りに 前 置 詞 句 が 用 い られ る こ と も あ る.
Hesho七 七heha七tρpieces.
fil・dey・1・P・dintOastr・ngman.l
Heworkedhimselfintoafrengy.・
f.完 了 形 も こ のaspec七を表 わ す こ とが あ る.
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Thesunisset;le七'S、9Chome.'
"ThankHeaven,hehasgone!"murmured七heoldman.f
9.Termiha七iveの動 詞 の 進 行 形 は 動 作 の 最 終 点 ま た は そ の到 達 が 近 づ い て
い る こ と を示 す.ま たdura七iveの動 詞 に はcease,s七〇pな ど の 終 止 相 動 詞 の
進 行 形 を 附 加 して 同様 の 目的 を 達 す る 。.
Heisdying.
・1七wascθasingtQrain .
「ng「eSSiVeaSpeC七お よ び 七e「mina七iveaSpeCtは
,mOmentan?OUSaSpeOt
と密 接 な 関 係 が あ る.即 ち点 動 作 の概 念 が 動 作 を全 体 と し て表 わす 概 念 よ り顕
著 な 時 にingre白siveや七erminativeのaSPec七を帯 び るの で あ る.従 つ て 起
動 相 動 詞 や 終 止 相 動 詞 のS七reSSの移 動 に よ つ てmomgntaneousaspectを
感 ず る よ うな こ と も起 き る.
、H・i・ 」u・七8・・r`・8⑳・(lngressiv・)・ 、"
ThismOrningI.gbtupearly.(Momen七aneoUS).
ま たingreSSive,七erminateの両 相 を継 続 相 の 下 位 区 分 とす る見 方 もあ る.
Poutsmaは前 述 の よ うに 継 続 相 を 四 種 に分 類 しindefinitelyαura七ive(例。
liVe)・ingreSSiVel'ydUra七ive(例・・qriSe)・もermina七iVelydUra七iVe(例・
ha七cheggs),co浦nuati語lydura七ive(例.ou七1ive)とし た.上 例 のarise
はThenthemoonarose.の 如 く,動 作 の 開 始 点 後 もあ る状 態 が 継 続 し,
ha七cht6ggsは動 作 の 最 終 点 前 に あ る 状 態 が 継 続 して い る の で,そ れ ぞ れ
durativeの一 種 と見 て い る わ け で あ る.
(2)
以 上 に お い て 英 語 のaspec七 に つ い て 述 べ て 来 た が ・ この よ うなaspec七は
文 法 範 疇 と して 認 め られ る もの で あ ろ うカ〉・Cu「甲eやDeu七schbeinの よ
.う
に意味に重点を置いて 文法現象を解釈す る立場の学者が これを一個の範疇 とし
ノ
て独立させ るのは当然であるが,一 方純粋に形態的の文法の立 場 か らす れば'
aspec七はこれを文法範疇と認めるに足 る表現形式 を蒲えているか否かとい うこ
英語におけるAspectの研究(29)
とが問題 にな る.従 つて この見地か ら前述 の様相表現法 の主 な ものを検討す る
必要が あ る.ま ず,動 詞本来 の意味がaspectを表 わす,例 えばarriveが瞬
時相 を,stayが継続相 を ・pantが反復相 を表 わす とい うのは辞書的な ことに
過 ぎず,contex七に よつてaspec七が窺 われ るとい うの も勿論意味に関す るこ
とで ある・副詞の併用に よ.るaspectの表現 も語義 のmodificationの問題 で
1
ある∫接頭辞 ・接尾辞 の附加 によつてaspec七を表 わす ことは造 語法に関す る
ことで あるか ら文法 上 の問 題 で あるが,例 えばsparkle,glitterの接尾 辞
一le,-erめ よ ケに,こ れ らの 多 くは.livingsuffixではないか ら・論pecも
はむしう特 別の動詞に よつ て示 めされてい るとい うべ きである・ま たredden
やsickenの一enは起動相を表 わすlivingsuffixであ るが,こ れは他の機能
に も用い られ るのでaspec七を示 すの はや1まり動詞の語義 あ るいほ,contex七
で ある・語の反復 ・例 えばpooh-ppohなどは反復相 を表 わす一手駆 と考 えら
れ るが,文 法的重要性を持つには余 りに臨時的で ある・Begin・stop・keepな
どの所謂auxiliariesofaspect壱こよ るaspectの表現 もこれ らの語が意昧内
容 の上 か らaspee七の表現 に寄与 してい るに過 ぎない.ま た これ らの語 を助動
詞 と呼 ぶ ことが適 当で あるか否か とい うことには大 きな疑問が あ る・なおwi11
が不定詞 と連結 して反復相 を表 わす ことは文法形式 の問題 にな り得 るが,こ れ
も語義 の問題 として取扱 われ る程度 であ る.こ の よ うに見て来 ると,結 局文法
形態 の問題 として取上 げ る重要性 を持つてい るのは 「have十過去分詞」 と 「be
十現在分詞 」め二つだ けにな る.
「have十過去分詞 」の形 は一 般 に 七enseの表 現 と考 え られ て い るが,こ
れ をaspec七の 表 現 と見 る こ とが 出 来 る.即 ちIhavewrittenmy
composi七iQn.Ihavelostmywa七ch.工havelenownhim丘o血a
child:などをそ れぞれの意味 に従つてperfec七iveaspec七,resu1七醐veaspect,
con七inuativeaspec七と呼び7要 す るに現在のaspec七を表 わす のが この形 の
最 も顕著 な用法で あると考 え ることが可能 である.し か しなが らtenseの立場
か らこれを眺 めると,こ れ らは何れ も過去 の出来事 を現在 の関連 において述べ ・
てい る もので ある.換 言すれば現 在 を過去 の出来事の結果 ・影響 として表 わし
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'てい る ものであるか ら
,こ の形 を 七enseと考 え,そ の申 においてaspeetを共
に論ず る ことも不 当ではない・ これに反 し 「be+現在分詞 」の形 は殆 ご純粋に
aspec七を表 わす文法形式 として確 立 してお り,文 法家 もこれ をaspec七の表現
形式 ど認 める ことに傾 いてい るよ うで ある・
さて以上検討 したよ うにaspee七の表現様式 として形 態 を備 えてい る ものは
「be+現在分詞 」 の形 のみで あ り,更 に加 え れ ばrhave+過去分詞 」の構造
で あるとい うことは形 態主義 の見地か らaspee七を文 法範躊 と認 めるべ きか否
か とい う問題に直接 の関係が ある・即 ち この両形 を もつてaspec七が文法範曉 と
して成立す るとい う主張 も出来 るし,一 方 「have+過去分詞 」を 七enseform
と し,「be十 現 在 分 詞」 は そ れ 以 外 に発 達 したaspee七の表 現 形 式 が な
く,こ れに対 す る単 純形 は 七enseであるか ら,こ のperiphras七icf砿皿1も
tenseの申で論ず る方 が便利で ある とい う意見 も可能 である.こ の後者の行 き
方か らすれ ばaspectを文法範疇 として認める必要が な くな るわけで ある.元
来 印欧語の初期 において動詞 の 七enseとい う文法形式が な く,完 了 ・夫完 了な
どのaβpectが表現 されてお り後者か ら 七enseの組 織 が 発達 して来 た もの と
信 じ られてい る.こ の歴 史的課程 か ら見れば 七emseとaspectとの このよ う
な混 交的取扱い も自然 の道 といわなげればな らない ・ また欧米の学界 において
は少 くとも四十i数年前か らaspec七の問題が論 じ られてい るに もかかわ らず,
我 が国では比較 的に これが顧 み られ なかつ た理論的根拠 も以上 のよ うな点にあ
るので あろ う.一 「
しか しなが らaspectを認めて文法現象を考察す る方が少 くとも論理的に語
法を研究す る上において便利であることは否定出来 るものではない.形 態主義'
に立脚 して も前述のよ うにrhave+過去分詞」rbe+現在分詞 」の形 をaspect
と呼んで もよいわけであ るが,そ れだ けでは 七enseとして 論 ず る場 合 と大差
が ない よ うに思われ る.こ れ を一段 と包括 的な組織 とす ることが 出来 ない もの
で あろ うか.形 態主義文法の第一人者で あるJespersenのaspec七に関す る
見界は却つて この点について文法 を広義に 解釈す ることを示唆 してい るよ うに
考 え られ る・彼 は従来aspeetの分類や定義 の区々不整 なのを欠点 とし,こ れ
英語 にお け るAspectの研 窄(31)
起 関 す る諸 現 象 を次 の よ うに 別 個 の 項 目 に 分 類 し て い る.
(1)Agristとimperfecbのtempoの 区 別.
Jespersenはこの二 つ のten・seの区 別 は 実 際 は 七empoめ 差 別 で あ つ
て'、imperfo¢七 はlentoでaoris七 はaUegroで あ る,あ る い は お そ ら く
:ri七ardandoとaccelerandoとい うべ きだ と し て い る.
(2)Conclusiveverbとnon-conGlusiveverbの区 別.
lConclusiveverbは瞬 聞 的 動 作 ま た は 究 極 の 目的 を暗 示 す る動 作 を峯 わ す
.動詞(ca七ch,surprise,awake,kiH,make,bringabou七,cons七ruct,e七c.)
で,non-concl'usiveverbは感 情 ・心 的 状 態 な ど完 結 を 目的 と しな い で 始 め ら
れ る行 為 を表 わ す 動 詞(10ve,ha七e,see,hear,e七c-)であ る.
(3)継 続 的 あ るい は 永 続 的 な もの と点 的 あ るい は一 時 的 な もの と の 区 別.
と の 区 別 を示 す のが 英 語 の単 純 形 と進 行 形 の機 能 の 一 っ で あ る.
(4)完 了 と未 完 了 の 区 別.、
後 者 を示 す の が 英 語 の進 行 形 の 機 能 の 一 つ で あ る ・例.Heevaswriting
ale・t七er.Cf.Hewrotea・1e七七er.
(5>二 度 しか起 きない もの と反復 され るか あるいは 習慣的な もめ との区別 ・
接尾 辞 一er-leで終 る英語 の動詞が ここに属す る.tt
(6)状 態 と変化 の区別.
Haveと9e七,be'とbecom6のよ うに これ に相 当す る対 をなす動詞があ
ゐ.ま た形 容詞かち作 られ」 動詞 は変化(becoming)を表 わす(ripen,slow
(down),e七e.).同じ ょ うに作 られ た 他 動 詞 も変 化 を 含 意 し'causativeで
あ る(flat七en,weaken,e七c・).その 他 変 化 を表 わす 方 法 にfallasleep,go
-tOsleep
,・ge七〇know,begin七〇look/cease,s七〇pな どが あ る.
(7)結 果 を 含 意 す るか 否 か の 区 別.
Jespersenは上 記 の 分 類 洗 を提 唱 し ・ ス ラ ヴ語 以 外 の 国 語 を 取 扱 う場 合 に お
い て は,perfeC七iVe,imperfec七iveの術 語 を廃 し た 方 が よ い と考 え,動 詞 の表
∫現 の 意 味 を 吟 味 し ・ そ れ が 動 詞 自体 に よ る もの で あ るカ〉・ 接 頭 辞 ・接 尾 辞 に よ
る もの で あ るか,七enseに よ る もの で あ るか,con七extによ る もの で あ るか を
ノ
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検討す る方が よい といつてい る.'Jespersenの上記 の分類法 は一見 して明瞭 な
如 く,従 来意味に重点 を置 く文法学者が認めて来 たaspectに密接な関係 を有
す るものでaspectとして取扱 うことが必ず し も不可能 な ものではな く,ま た
彼 自身が動詞 の表現 の意 味か らその表示法 を検討 す ることを適 当 と考 えてい る
.ので あ るか ら,こ の ことに関す る限 り,そ の態 度はCUrmeやDeutsehbein
ときまで異 るものでないよ うに思われ る.従 つて む しろaspectの体系 の完成
に向つて努力す る方が よ り適切 なのではないだ ろ うか.
Gurmeは英語 の 七enSeはaSpeC七に従属 し,七ermina七e,prOgreSsiveの
　
両aspec七の各六種のtenseはaspectの時 間関係を示 してい るといつてい
るが,こ れによつて もaspectの重要性が認識される.論 理的にして完全な様
相体系の確立は他日に侯たなければな らないが,今 日の英文法の組織が純理論
的には色々な矛盾 を含んでいる段階において,aspectを文 法 範疇 と認め数種
に分類す ることも不当 とはいえないであろ う.要 す るに英語語法の真の姿を把i
握するためには 七enseとaSPec七の両角度か ら別箇に観察す ることが肝要であ
る・従来 もaspectの側か ら色々貴重な研究がなされて来たが将来よ り完全な
様 相組織の確立が要望されるのであつて,筆 者 も研究を進めてみたいと考 えて
い るゼ 、 気 ,
以上の論述は下記の書物に負 うところが多大であるが,内 容の不備について
御叱正を頂 ければ幸甚である.最 後に御指導を頂いた木曽栄作教授と示唆を与
えて下 さつた清水春雄教授に深甚なる謝意を表す る次第である・
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